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省 エ ネ ル ギ ー 栽 培 に 関 す る 試 験

――一 多層被覆の保温効果について 一――
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官城県における施設園芸は昭和36年以降年々増加の傾向

にあり,昭和52年度においての施設面積は約299haで,そ

のうち暖房施設面積は約90haと なつている。

最近,石油需給の逼迫と価格の高騰によって,施設栽培

にあたっては施設の効率的な利用と,太陽エネルギーを有

効に利用するなどして, これまで以上に省エネルギー栽培

を進める必要がある。本報では省エネルギー対策の一環と

して,施設=重被覆用資材としての遮光性フィルム (ンル

パーボツトウ)の側面被覆が施設内の保温効果とキェウリ

の生育,収量に及にす影響について検討した。

また,施設二重カーテンのサイド部分にさらに被覆した

二重カーテンの保温効果を検討した結果を報告する。

2  試 験 方 法

試験 I : 遮光性フィルム(シルン`~ボ ツトウ)の側面

被覆が施設の保温効果とキ,ウ リの生育,収量について

19,8年 ,園芸試験場ビニールハウス (屋根型B T14-8

型,保温比 0614,間 口14π ,奥行24π , 336″ ,南北棟

の単棟´ヽウス 2棟 ,サ イド高さ18%,塩ピ01用π被覆 )
を用い,キ ‐クリ「 ときわ光 3号 P型 」を供試し,下記の

設計で試験を行つた。

1区 ; 農ポツ,バ ウス内二重カーテンは天丼,サイ
ドともに農ポツ。

2区 ; シルバーボットウ,ハ ウス内二重カーテンは

天丼は農ポソ,サ イドはシル く́―ボリ

注.両区ともサイドカーテンは午前 8時 30分に開き

午後 4時 311分に開した。

キュウリは各区とも1月 5日は種, 1月 17日 接木 (台木

強力新和 )ベ ット幅 120",通路 80α%,の 1条植とし,

2月 10日 に定植した。施設量はアール当りN,P205,K20

をそれぞれ 35り施肥した。

試験工 : サイド三重カーテンの保温効果について

1979年 ,日芸試験場ビニールハウス (試験1と 同じ)を

用い,下記の設計内容で試験を行った。

1区 ; 二重カーテン,農ポ ,007mで二重カーテン・
天丼は日中開放。

2区 ; 三重カーテン,二重カーテンのサイド部分に

さらに農ポリ00711nを使用し,間隔は 5～ 10

0Z(8の 目標 ),天丼は日中開放。

注.両区ともサイドカーテンは固定。

調査期間は1979年 2月 8日 ～13日 ,温風暖房機はサンポ

ットサンダー850-L型 , 01～50ι/hの油量測定可能な
DRIIR MDTRを 各棟に設置 (暖房機,油量計は試験 Iも 同

じ),室 内サーモを15℃ に設定し,供試作物を作付しない

条件で検討した。

3 試験結果および考察

試験 I:暖房期間中の最低気温は図 1に示すように両区

ともほぼ等しく推移したが,最高気温は,カ ーテンの開放

が午前 8時 30分になるのではとんどこの時刻にあらわれた

ために,農ボツ区が高く推移した。

また,夜間の平均気温では,表 3に示す通り,シル く́―

ポツトウ区が農ポリ区に比較して 05℃ 高く経過し無暖房

期間の最低気温でも表 2に示す通り,シル′ヾ―ポツトウ区

が05℃ 高く経過した。これはンル′ヾ―ボツトウの保温効

果が大きいためと思われる。
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表 : 温風暖房機稼動時間および消費燃料

区
｀
〕ド`くl、
日
稼動時間

燃  料 ハ夜
ウ間
ス気
内温

最
低
気
温

外
　
　
気

消
費
量

比
　
率

1農  ポ  リ
2シルバーポツトウ

12時間23分

11″ 11″

ι
177

160

10′

903
16
℃
8

173

℃

-58

注.測定期間 2月 11日 ～21日 ハウス内夜間気温は平均値
でベノト上5110π位置を各区3カ 所測定。

暖房機サーモは15日 まで15℃ ,16日 以降14℃ ,電子
式温度記録計使用。

表2 無暖房期最低気温

注.測定時期 5月 16日 ～21日
ペット上 100σZ 2カ 所平均値。

電子式温度計で測定。

表3 ´ヽウス内照度

注. 2月 4日  10時測定,天気はれ,ベ ツト上 100",
各4カ 所測定。水平照度,東芝SP-1型照度計,
ハウス外 78,000 LX,( )は ´ヽウス外に対する比率。

表4 定績後のキュウリの生育

注.各区 5地点調査  1地点 10株調査。

表5全 期 収 量

燃料消費量においては, 2月 中旬の厳寒時期における暖

房機の稼動時間は表 1に示すとおり,シルバーポリトウ区

が11時間11分で農ポリ区よりも1時間10分少なく,燃料消

費量は農ポリ区に対して
'03%と

なつた。

したがって, 2月 10日 から4月 10日 までの全暖房期間の

336″ 当りの燃料消費量はシル く́―ボツトウ区が,6,61%,

農ポリ区が, 7,420ιとなり,シル く́―ボツトウ区が 810Z

少なくなり109%の 節約となつた。

照度については表 3に示す通りである。シル´ヾ―ポツト

ウ区はサイドカーテン(シル く́=ポ
リ)で朝夕遮光される

ので,被覆期間は特にサイドカーテンによる影の部分では

農ポリ区に比較して,照度が 123～ 333%低下している。

以上のような条件下におけるキュウリの生育は,表 4に

示す通りである。定植15,30日 後の生育ともにシル く́―ポ

ットウ区の方がまさつた。

収量においては表 5に示す通り,全期間にわたつてシル

バーポリトウ区が高く推移し,良果率でも同様の傾向を示

した。シル′く―ボツトウ区が,生育 収壼で農ボツ区にま

さったのは,加温期間の最低気温は同じでも夜間の平均気

温が高めに経過したためと考えられる。

試験Ⅱ :′ ウヽス内の気温はほぼ設定通りに推移し区間差

はみられなかつた。 2月 8日 から5日間の燃料消費量は表

6に示す通り,二重カーテン区が, 3691Z,二 重カーテ

ン区が, 3115ιで 1日 当たりの消費量はそれぞれ,788

Z, 623Zと なり,二重カーテン区に対し二重カーテン区

は, 844%と なつた。

しかし本試験はハウス内に作物が入つてない裸FL状態で

の試験であり,特に二重カーテン区においては,固定した

状態であり,照度等の関係から今後作物の生育に及はす影

響年をも検討する必要がある。

1978～ 79年 , フィルムの種類および施設内における多層

被覆による保温効果について検討し,次のような結果を得

オこ。

1 シル く́―ボツトウのサイドカーテンは保温効果が高

く,109%の 燃料節約となった。また,キ 丼ウリの収量に

おいてもマイナスの影響がみられないことから,暖房費節

減に有効な資材と考えられる。

2 サイドニ重カーテンは二重カーテンに比べて,155

%の燃料節減効果が認められたが,二重カーテン張ばなし

のためl‐ 作物の生育,収量に及ぼす影響についてさらに検

討する必要がある。
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注 収量調査は 1地点10株 5地点調査。
収穫は 3月 24日 ～6月 30日 までの総計。
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(1)農 ボ ツ 5,793 5,3,190 82 7 1.186

(2)シフレパーポツ 6,099 624.630 840

表 6 2月 8日 から5日 F15の燃料消費量

油量計指針

重油消費量


